
山
梨
県
公
報　
　

第
十
九
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日　

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年　

一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
六
一

木 曜 日

第
十
九
号

　

令
和
元
年

七
月
十
一
日　

山
梨
県
公
報

　
　
　
　
　
　

目　
　
　

次

　
　
　
　

告　
　
　

示

○
土
地
改
良
区
設
立
認
可
申
請
の
適
当
決
定	

一
六
一

○
山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
禁
止
地
域
及
び
許
可
地
域
の
指
定
の
一
部
改
正	

一
六
一

○
景
観
保
全
型
広
告
規
制
地
区
の
指
定
の
一
部
改
正	

一
六
一

○
道
路
の
区
域
変
更	

一
六
一

○
道
路
の
供
用
開
始	

一
六
二

　
　
　
　

公　
　
　

告

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
状
況	

一
六
二

○
行
政
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況	

一
六
二

○
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し	

一
六
三

　
　
　
　

人
事
委
員
会

○
二
千
十
九
年
度
山
梨
県
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て	

一
六
三

　
　
　
　

そ　

の　

他

○
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
の
告
示	

一
六
七

○
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て	

一
六
八

　
　
　
　

正　
　
　

誤

○
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
付
号
外
第
十
七
号
中	
一
六
八

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
四
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
上
野
原
市

秋
山
四
百
八
十
四
番
地
一
原
田
富
夫
外
十
六
名
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
一
古
沢
土
地
改
良
区
設
立
認
可
申

請
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

縦
覧
書
類

　

1　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

　

2　

定
款
の
写
し

二　

縦
覧
期
間　

令
和
元
年
七
月
十
二
日
か
ら
同
年
八
月
九
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所　

上
野
原
市
役
所

四　

異
議
申
出
期
間　

令
和
元
年
八
月
十
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
四
十
四
号

　

山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
禁
止
地
域
及
び
許
可
地
域
の
指
定
（
平
成
四
年
山
梨
県
告

示
第
百
十
五
号
の
二
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年
一
月
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　

一
㈢
12
中
「
（
南
巨
摩
郡
南
部
町
中
野
字
中
尾
三
千
七
百
六
十
五
番
か
ら
同
郡
身
延
町
波
高
島
字
追

沢
千
三
百
四
十
七
番
二
ま
で
の
区
間
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

山
梨
県
告
示
第
四
十
五
号

　

景
観
保
全
型
広
告
規
制
地
区
の
指
定
（
平
成
二
十
六
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年
一
月
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　

一
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
の
下
に
「
、
船
津
小
海
線
地
区
（
令
和
元
年
山
梨
県
告

示
第
四
十
五
号
に
よ
り
追
加
し
て
指
定
し
た
区
域
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
令
和
元
年
七
月
十
一
日

か
ら
令
和
二
年
一
月
十
四
日
ま
で
」
を
加
え
る
。

山
梨
県
告
示
第
四
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
八
月
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一�　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

西
下
条
音
羽
自
転
車
道
線

三　

道
路
の
区
域



山
梨
県
公
報　
　

第
十
九
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

一
六
二

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

旧
新
の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
府
市
飯
田
五
丁
目
二
八
三
七
番
地
先
か
ら

甲
府
市
飯
田
五
丁
目
二
七
三
番
二
地
先
ま
で

旧

三
・
〇
〜

一
二
・
六

七
三
・
〇

新

三
・
〇
〜七
・
二

七
三
・
〇

山
梨
県
告
示
第
四
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
吉
田
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
八
月
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

	
山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

精
進
湖
畔
線

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
精
進
字

青
木
ヶ
原
五
一
四
番
一
地
先
か
ら

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
精
進
字

の
峠
五
一
一
番
二
九
地
先
ま
で

九
九
・
五

令
和
元
年
七

月
十
七
日

　
　
　
　
　
　

公　
　
　

告

◉　

個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
状
況

　

山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
十
五
号
）
第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
平
成
三
十
年
度
に
お
け
る
各
実
施
機
関
の
山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
状
況
を
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
の
状
況

個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録
の
件
数

一
、
一
二
七
件

開
示
請
求
、
訂
正
請
求
及
び
利
用
停
止
請
求
の
件
数

九
、
八
四
五
件

開
示
請
求
、
訂
正
請
求
及
び
利
用
停
止
請
求
の
処
理
状
況

九
、
八
四
五
件

審
査
請
求
の
件
数

〇
件

審
査
請
求
の
処
理
状
況

〇
件

二　

実
施
機
関
別
の
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
及
び
利
用
停
止
請
求
の
状
況

知
事

一
三
九
件

教
育
委
員
会

六
、
一
五
一
件

人
事
委
員
会

三
〇
三
件

警
察
本
部
長

二
、
九
八
二
件

地
方
独
立
行
政
法
人
山
梨
県
立
病
院
機
構

一
〇
五
件

公
立
大
学
法
人
山
梨
県
立
大
学

一
六
五
件

◉　

行
政
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況

　

山
梨
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
一
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
四
号
）
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
三
十
年
度
に
お
け
る
各
実
施
機
関
の
行
政
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表

す
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

行
政
文
書
の
開
示
の
状
況

開
示
請
求

七
五
五
件

開
示
決
定

合
計

六
六
九
件



山
梨
県
公
報　
　

第
十
九
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

一
六
三

全
部
開
示
決
定

一
五
六
件

一
部
開
示
決
定

五
一
三
件

不
開
示
決
定

四
〇
件

取
下
げ

四
六
件

審
査
請
求

〇
件

審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

二
件

二　

実
施
機
関
別
の
請
求
の
状
況

知
事

六
七
二
件

議
会

一
一
件

教
育
委
員
会

三
〇
件

選
挙
管
理
委
員
会

六
件

人
事
委
員
会

一
件

公
営
企
業
管
理
者

一
件

警
察
本
部
長

二
八
件

地
方
独
立
行
政
法
人
山
梨
県
立
病
院
機
構

五
件

山
梨
県
道
路
公
社

一
件

◉　

建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建

設
業
の
許
可
を
取
り
消
し
た
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一�　

処
分
を
し
た
年
月
日　

令
和
元
年
六
月
二
十
七
日

二　

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

　

1　

商
号　

有
限
会
社
井
上
重
建

　

2　

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地　

南
ア
ル
プ
ス
市
飯
野
新
田
五
十
四
番
地

　

3　

代
表
者
の
氏
名　

井
上
今
朝
行

三　

許
可
番
号　

山
梨
県
知
事
許
可
（
般
｜
二
六
）
第
八
一
四
〇
号

四�　

処
分
の
内
容　

土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、
舗
装
工

事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
及
び
水
道
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五�　

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実　

被
処
分
者
の
取
締
役
が
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二

十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
等
の
規
定
に
違
反
し
、
甲
府
地
方

裁
判
所
に
お
い
て
懲
役
刑
に
処
す
る
旨
の
判
決
を
受
け
、
こ
の
刑
が
確
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　

人
事
委
員
会

◉　

二
千
十
九
年
度
山
梨
県
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

二
千
十
九
年
度
山
梨
県
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長　
　

井　

出　
　

與
五
右
衞
門　
　



山
梨
県
公
報　
　

第
十
九
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

一
六
四

 



山
梨
県
公
報　
　

第
十
九
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

一
六
五



山
梨
県
公
報　
　

第
十
九
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

一
六
六

 
 



山
梨
県
公
報　
　

第
十
九
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

一
六
七

　
　
　
　
　
　

そ　

の　

他

山
梨
県
労
働
委
員
会
告
示
第
二
号

　

当
委
員
会
は
、
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
四
条
及
び

労
働
委
員
会
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
中
央
労
働
委
員
会
規
則
第
一
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
を
告
示
す
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
労
働
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　

長　
　

小　
　

野　
　

正　
　

毅　
　

氏　

名

経　

歴

委　

嘱　

年　

月　

日

小
野
正
毅

弁
護
士　

第
四
十
一
・
四
十
二
期
山
梨
県
労
働

委
員
会
会
長
代
理　

第
四
十
三
期
山
梨
県
労
働

委
員
会
会
長

平
成
二
十
七
年
七
月
二
日

堀
内
寿
人

弁
護
士　

第
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
会

長
代
理

令
和
元
年
七
月
一
日

赤
池
幸
江

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

第
四
十
二
・
四
十
三

期
山
梨
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

窪
田
哲
也

公
認
会
計
士　

第
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員

会
公
益
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

齋
藤
雅
代

山
梨
学
院
大
学
教
授　

第
四
十
一
・
四
十
二
・

四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

平
成
二
十
七
年
七
月
二
日

萩
原
雄
二

連
合
山
梨
会
長　

第
三
十
七
・
三
十
八
・
三
十

九
・
四
十
・
四
十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
期
山

梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

平
成
十
九
年
七
月
五
日

窪
田
清

連
合
山
梨
事
務
局
長　

第
三
十
九
・
四
十
・
四

十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

会
労
働
者
委
員

杉
原
孝
一

Ｔ
Ｄ
Ｋ
労
働
組
合
甲
府
支
部
書
記
長　

第
四
十

三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

坪
井
茂

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
東
京
総
支
部
山
梨
県
域
分
会

支
部
長　

第
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働

委
員
会
労
働
者
委
員

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
三

日

宮
下
竜
三

富
士
急
行
労
働
組
合
執
行
委
員
長　

第
四
十
三

期
山
梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

小
林
隆
二

山
梨
県
経
営
者
協
会
参
与　

第
三
十
九
・
四
十
・

四
十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委

員
会
使
用
者
委
員

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

小
俣
精
三

有
限
会
社
小
俣
製
作
所
代
表
取
締
役　

第
四
十

三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

栗
山
直
樹

株
式
会
社
栗
山
商
店
代
表
取
締
役
社
長　

第
四

十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
使
用
者

委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

長
坂
正
彦

株
式
会
社
ワ
イ
・
シ
ー
・
シ
ー
代
表
取
締
役
社

長　

第
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員

会
使
用
者
委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

古
屋
哲
彦

公
益
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
山
梨

事
務
所
所
長　

第
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県

労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

上
野
直
樹

山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
四

日



発
行
者　
　

山

梨

県　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷　

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
報　
　

第
十
九
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

一
六
八

佐
久
間
浩
之

山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
次
長

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
四

日

坂
村
裕
輔

山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
調
整
指
導
監

平
成
三
十
年
四
月
二
十
五
日

◉　

山
梨
県
道
路
公
社
公
告
第
三
号

　

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
一
日

富
士
山
有
料
道
路
管
理
事
務
所
長　
　

功　
　

刀　
　

忠　
　

昭　
　

一�　

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

　

1　

工
事
名　

富
士
山
有
料
道
路
舗
装
補
修
工
事

　

2　

工
事
場
所　

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
富
士
山
四
合
目
地
内

　

3
�　

工
事
概
要　

切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
（
車
道
）　

Ｌ=

六
百
メ
ー
ト
ル
、
Ｗ=

七
・
六
メ
ー
ト

ル
か
ら
八
・
五
メ
ー
ト
ル
、
Ａ=

四
千
七
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル　

区
画
線
設
置
工　

一
式

　

4　

工
期　

令
和
元
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
三
日
ま
で

　

5　

予
定
価
格　

二
千
七
百
四
十
一
万
二
千
円

二�　

入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付
期
間　

令
和
元
年
七
月
十
九
日
（
金
）
か
ら
同
月
二
十
五
日
（
木
）

ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を

除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と
す

る
。

三�　

そ
の
他　

詳
細
は
、
山
梨
県
道
路
公
社
富
士
山
有
料
道
路
管
理
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
配

布
す
る
一
般
競
争
入
札
公
告
、
設
計
図
書
等
に
よ
る
。
（U

RL

）http://subaruline.jp/

　
　
　
　
　
　

正　
　
　

誤

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

○�　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
（
号
外
第
十
七
号
）
公
布
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
（
山

梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
及
び
山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
）

八

下

終
わ
り
か
ら

が
認
め
る

認
め
る

九


